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市第81号議案 

   横浜市建築基準条例の一部改正 

 横浜市建築基準条例の一部を改正する条例を次のように定める。 

   平成28年12月６日提出 

                 横浜市長 林   文 子 

横浜市条例（番号） 

   横浜市建築基準条例の一部を改正する条例 

 横浜市建築基準条例（昭和35年10月横浜市条例第20号）の一部を

次のように改正する。 

 第３条の２第２項中第３号を第７号とし、第２号の次に次の４号

を加える。 

 (3) 宅地造成等規制法（昭和36年法律第 191 号）第２条第２号に

  規定する宅地造成に関する工事（同法第13条第２項の規定によ

  り造成主（同法第２条第５号に規定する造成主をいう。）が検

  査済証の交付を受けたものに限る。）により整備されている急

  傾斜地 

 (4) 都市計画法（昭和43年法律第 100 号）第４条第12項に規定す 

  る開発行為に関する工事（同法第36条第２項の規定により開発

  許可（同法第30条第１項に規定する開発許可をいう。）を受け

  た者が検査済証の交付を受けたものに限る。）により整備され

  ている急傾斜地 

 (5) 当該急傾斜地の全ての部分が前各号のいずれかに該当するも

  の 

 (6) 擁壁（法第88条第１項において準用する法第７条第５項、法

  第７条の２第５項又は法第18条第18項の規定により築造主が検
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  査済証の交付を受けたものに限る。）が設置されている急傾斜

  地 

 第４条第１項中「幅員は」を「長さの合計は」に、「長さに」を

「幅員に」に改め、同項の表を次のように改める。 

      路地状部分の幅員           路地状部分の長さの合計     

３メートル未満                     15メートル以下        

３メートル以上４メートル未満             25メートル以下       

 

 第４条第２項中「前項」を「第２項に規定する場合のほか、第１

項」に改め、同項を同条第４項とし、同条第１項の次に次の２項を

加える。 

２ 横浜市建築基準条例の一部を改正する条例（昭和47年３月横浜

 市条例第11号）の施行の際現に建築物の敷地として使用されてい

 る土地で前項の規定に適合しないもの又は現に存する所有権その

 他の権利に基づいて建築物の敷地として使用するならば同項の規

 定に適合しないこととなる土地について、その全部を一の敷地と

 して使用する場合で、かつ、当該敷地内の建築物が次に掲げる基

 準（当該建築物が、一戸建の住宅の用途に供するもので、かつ、

 当該用途以外の用途に供しないものであるときは、第１号に掲げ

 る基準）に適合するときは、同項の規定は、適用しない。 

 (1) 地階を除く階数が２以下であること。 

 (2) 次のいずれかの用途に供するもので、かつ、当該用途以外の

  用途に供しないものであること。 

  ア 住宅で事務所、店舗その他これらに類する用途を兼ねるも

   ののうち令第 130 条の３に規定するもの 
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  イ 共同住宅、寄宿舎又は下宿の用途に供するもの（その用途

   に供する部分の床面積の合計が 100 平方メートル未満のもの

   に限る。） 

  ウ 住戸の数が３以下の長屋 

 (3) 外壁又はこれに代わる柱の面から敷地境界線までの距離が0. 

  5 メートル以上であること。 

 (4) 建築物の主要な出入口から道路に通ずる幅員 1.8 メートル以

  上の通路が敷地内に設けられていること。 

３ 前項の規定は、第１項の規定に適合するに至った建築物の敷地

 又は所有権その他の権利に基づいて建築物の敷地として使用する

 ならば同項の規定に適合するに至った土地については、適用しな

 い。 

 第４条の２第２項中「（義務教育学校の前期課程を含む。同号に

おいて同じ。）」を「、義務教育学校」に改める。 

 第４条の３第１項中「（昭和43年法律第 100 号）」を削り、同項

ただし書を削り、同項の表中「３／10」を「２／10」に改め、同条

第２項中「前項本文」を「前項」に改め、同項ただし書を削り、同

条に次の２項を加える。 

５ 第１項の規定は、次のいずれかに該当する場合には、適用しな

 い。 

 (1) 前面道路等の状況によりやむを得ない場合その他これに類す

  る場合で、市長が当該地域の環境及び利便を害するおそれがな

  いと認めて許可したとき。 

 (2) 前号の規定による許可を受けた後に、当該建築物について、

  増築、改築、大規模の修繕若しくは大規模の模様替（以下「増
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  築等」という。）又は用途の変更をする場合で、当該増築等又

  は用途の変更に係る建築物の敷地内に既に設けられている駐車

  施設において、駐車することができる自動車の台数の減少並び

  に住戸及び住室の増加を伴わないとき。 

６ 第２項の規定は、次のいずれかに該当する場合には、適用しな

 い。 

 (1) 周囲の状況等により、市長が当該地域の環境及び利便を害す

  るおそれがないと認めて許可したとき。 

 (2) 前号の規定による許可を受けた後に、当該建築物について、

  増築等又は用途の変更をする場合で、当該増築等又は用途の変

  更に係る建築物の敷地内に既に設けられている駐車施設におい

  て、駐車することができる自動車の台数の増加を伴わず、かつ

  、当該駐車施設の位置及び構造を変更しないとき。 

 第４条の４第２項第１号中「、下宿及び長屋」を「及び下宿」に

改め、同項第２号を次のように改める。 

 (2) 地区計画の区域（地区整備計画が定められている区域に限る

  。）のうち次に掲げる区域 

  ア 再開発等促進区のうち、地区整備計画において建築物の容

   積率の最高限度が10分の20を超える数値と定められた区域 

  イ 都市計画法第12条の８の規定により、地区整備計画におい

   て建築物の容積率の最高限度が10分の20を超える数値と定め

   られた区域 

  ウ その他市長が周囲の居住環境を害するおそれがないと認め

   、又は当該地区計画の区域の特性にふさわしい土地利用の増

   進等の目的を達成するため必要と認めて指定する区域 
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 第６条第１項第２号中「おける」の次に「その用途に供する」を

加える。 

 第47条の２第５号中「小学校」の次に「、義務教育学校」を加え

る。 

 第50条第２号に次のただし書を加える。 

  ただし、汚水及び廃油が生じないことが明らかな場合その他こ

 れに類する場合においては、この限りでない。 

 第56条第２項中「開口部のない耐火構造の床又は壁で区画されて

いる場合における当該区画された」を「令第 117 条第２項各号に掲

げる建築物の」に改め、同条に次の１項を加える。 

５ 法第３条第２項の規定により第４条の３第１項から第４項まで

 の規定の適用を受けない建築物に係る増築等又は用途の変更（住

 戸及び住室の増加を伴わないものに限る。）については、法第３

 条第３項第３号及び第４号並びに法第87条第３項の規定にかかわ

 らず、第４条の３第１項から第４項までの規定は、適用しない。 

 第56条の７第１項第２号中「第４条第２項」を「第４条第４項」

に改め、同項第４号中「第４条の３第１項ただし書」を「第４条の

３第５項第１号」に改め、同項第５号中「第４条の３第２項ただし

書」を「第４条の３第６項第１号」に改める。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、平成29年４月１日から施行する。ただし、第56条 

 第２項の改正規定は、公布の日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この条例の施行前にこの条例による改正前の横浜市建築基準条
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 例（以下「旧条例」という。）第４条の３第１項ただし書の規定

 によりされた許可については、この条例による改正後の横浜市建

 築基準条例（以下「新条例」という。）第４条の３第５項第１号

 の規定によりされた許可とみなし、旧条例第４条の３第２項ただ

 し書の規定によりされた許可については、新条例第４条の３第６

 項第１号の規定によりされた許可とみなす。 

３ この条例の施行前にした旧条例に違反する行為に対する罰則の

 適用については、なお従前の例による。 

 

   提 案 理 由 

 災害危険区域内に居室を有する建築物の構造の制限を緩和する等

のため、横浜市建築基準条例の一部を改正したいので提案する。 
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 参  考  

   横 浜 市 建 築 基 準 条 例 （ 抜 粋 ） 

                     上 段  改 正 案 
                   （下 段  現  行） 

 （ 災 害 危 険 区 域 ） 

第 ３ 条 の ２  （ 第 １ 項 省 略 ） 

２  災 害 危 険 区 域 内 に 居 室 を 有 す る 建 築 物 を 建 築 す る 場 合 に お い て 

 は 、 当 該 建 築 物 の 基 礎 及 び 主 要 構 造 部 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 又 

 は こ れ に 類 す る 構 造 と し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 当 該 建 築 物 

 が 面 す る す べ て の 急 傾 斜 地 （ 急 傾 斜 地 法 第 ２ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 

 急 傾 斜 地 を い う 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。） が 次 の い ず れ か に 

 該 当 す る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。 

   （ 第 １ 号 及 び 第 ２ 号 省 略 ） 

 (3)  宅 地 造 成 等 規 制 法 （ 昭 和 36 年 法 律 第 191 号 ） 第 ２ 条 第 ２ 号 に 
 

  規 定 す る 宅 地 造 成 に 関 す る 工 事 （ 同 法 第 13 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ 
 

  り 造 成 主 （ 同 法 第 ２ 条 第 ５ 号 に 規 定 す る 造 成 主 を い う 。） が 検 
 

  査 済 証 の 交 付 を 受 け た も の に 限 る 。） に よ り 整 備 さ れ て い る 急 
 

  傾 斜 地 
 

 (4)  都 市 計 画 法 （ 昭 和 43 年 法 律 第 100 号 ） 第 ４ 条 第 12 項 に 規 定 す 
 

  る 開 発 行 為 に 関 す る 工 事 （ 同 法 第 36 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 開 発 
 

  許 可 （ 同 法 第 30 条 第 １ 項 に 規 定 す る 開 発 許 可 を い う 。） を 受 け 
 

  た 者 が 検 査 済 証 の 交 付 を 受 け た も の に 限 る 。） に よ り 整 備 さ れ 
 

  て い る 急 傾 斜 地 
 

 (5)  当 該 急 傾 斜 地 の 全 て の 部 分 が 前 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る も 
 

  の 
 

 (6)  擁 壁 （ 法 第 88 条 第 １ 項 に お い て 準 用 す る 法 第 ７ 条 第 ５ 項 、 法 
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  第 ７ 条 の ２ 第 ５ 項 又 は 法 第 18 条 第 18 項 の 規 定 に よ り 築 造 主 が 検 
 

  査 済 証 の 交 付 を 受 け た も の に 限 る 。） が 設 置 さ れ て い る 急 傾 斜 
 

  地 
 

 (7)  
   （ 本 文 省 略 ） 
 (3)  

   （ 第 ３ 項 か ら 第 ５ 項 ま で 省 略 ） 

 （ 敷 地 の 形 態 ） 

第 ４ 条  建 築 物 の 敷 地 が 路 地 状 部 分 の み に よ っ て 道 路 （ 法 第 43 条 第 

 １ 項 た だ し 書 の 許 可 に 係 る 空 地 、 道 又 は 通 路 を 含 む 。 第 23 条 の ３ 

                             長  
 に お い て 同 じ 。） に 接 す る 場 合 に は 、 そ の 敷 地 の 路 地 状 部 分 の  
                             幅  

 さ の 合 計 は          幅 員 に 
      、 そ の 路 地 状 部 分 の    応 じ て 、 次 の 表 に 掲 げ る 数 
 員 は             長 さ に 

 値 と し な け れ ば な ら な い 。 

      路地状部分の幅員           路地状部分の長さの合計     

３メートル未満                    15メートル以下       

３メートル以上４メートル未満             25メートル以下       

                                

      路地状部分の長さ             路地状部分の幅員       

15メートル以下のもの                 ２メートル以上       

15メートルを超え25メートル以下のもの         ３メートル以上       

25メートルを超えるもの                ４メートル以上       

 
２  横 浜 市 建 築 基 準 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 昭 和 47 年 ３ 月 横 浜 
 

 市 条 例 第 11 号 ） の 施 行 の 際 現 に 建 築 物 の 敷 地 と し て 使 用 さ れ て い 
 

 る 土 地 で 前 項 の 規 定 に 適 合 し な い も の 又 は 現 に 存 す る 所 有 権 そ の 
 

 他 の 権 利 に 基 づ い て 建 築 物 の 敷 地 と し て 使 用 す る な ら ば 同 項 の 規 
 

 定 に 適 合 し な い こ と と な る 土 地 に つ い て 、 そ の 全 部 を 一 の 敷 地 と 
 

 し て 使 用 す る 場 合 で 、 か つ 、 当 該 敷 地 内 の 建 築 物 が 次 に 掲 げ る 基 
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 準 （ 当 該 建 築 物 が 、 一 戸 建 の 住 宅 の 用 途 に 供 す る も の で 、 か つ 、 
 

 当 該 用 途 以 外 の 用 途 に 供 し な い も の で あ る と き は 、 第 １ 号 に 掲 げ 
 

 る 基 準 ） に 適 合 す る と き は 、 同 項 の 規 定 は 、 適 用 し な い 。 
 

 (1)  地 階 を 除 く 階 数 が ２ 以 下 で あ る こ と 。 
 

 (2)  次 の い ず れ か の 用 途 に 供 す る も の で 、 か つ 、 当 該 用 途 以 外 の 
 

  用 途 に 供 し な い も の で あ る こ と 。 
 

  ア  住 宅 で 事 務 所 、 店 舗 そ の 他 こ れ ら に 類 す る 用 途 を 兼 ね る も 
 

   の の う ち 令 第 130 条 の ３ に 規 定 す る も の 
 

  イ  共 同 住 宅 、 寄 宿 舎 又 は 下 宿 の 用 途 に 供 す る も の （ そ の 用 途 
 

   に 供 す る 部 分 の 床 面 積 の 合 計 が 100 平 方 メ ー ト ル 未 満 の も の 
 

   に 限 る 。）  
 

  ウ  住 戸 の 数 が ３ 以 下 の 長 屋 
 

 (3)  外 壁 又 は こ れ に 代 わ る 柱 の 面 か ら 敷 地 境 界 線 ま で の 距 離 が 0.  
 

  5 メ ー ト ル 以 上 で あ る こ と 。 
 

 (4)  建 築 物 の 主 要 な 出 入 口 か ら 道 路 に 通 ず る 幅 員 1.8 メ ー ト ル 以 
 

  上 の 通 路 が 敷 地 内 に 設 け ら れ て い る こ と 。 
 

３  前 項 の 規 定 は 、 第 １ 項 の 規 定 に 適 合 す る に 至 っ た 建 築 物 の 敷 地 
 

 又 は 所 有 権 そ の 他 の 権 利 に 基 づ い て 建 築 物 の 敷 地 と し て 使 用 す る 
 

 な ら ば 同 項 の 規 定 に 適 合 す る に 至 っ た 土 地 に つ い て は 、 適 用 し な 
 

 い 。 
 

４  第 ２ 項 に 規 定 す る 場 合 の ほ か 、 第 １ 項 
                   の 規 定 は 、 市 長 が 、 周 囲 
２  前 項 

 の 状 況 又 は 建 築 物 の 用 途 若 し く は 構 造 に よ り 安 全 上 支 障 が な い と 

 認 め て 許 可 し た 場 合 に お い て は 、 適 用 し な い 。 

 （ 階 数 が ３ 以 上 で あ る 建 築 物 及 び 大 規 模 建 築 物 の 敷 地 と 道 路 と の 

 関 係 ） 



市第81号 

76 

第 ４ 条 の ２  （ 第 １ 項 省 略 ）   

２  延 べ 面 積 （ 同 一 敷 地 内 に ２ 以 上 の 建 築 物 が あ る 場 合 に お い て は 

 、 そ の 延 べ 面 積 の 合 計 を い う 。） が 1,000 平 方 メ ー ト ル を 超 え る 建 

 築 物 の 敷 地 は 、 幅 員 ６ メ ー ト ル 以 上 の 道 路 （ 法 第 42 条 第 １ 項 第 １ 

 号 、 第 ３ 号 若 し く は 第 ４ 号 に 該 当 す る 道 路 又 は 同 項 第 ２ 号 若 し く 

 は 第 ５ 号 に 該 当 す る 道 路 の う ち 同 条 第 ２ 項 若 し く は 第 ３ 項 の 規 定 

 に よ り 指 定 さ れ た 道 路 を 経 由 し な い で 同 条 第 １ 項 第 １ 号 、 第 ３ 号 

 若 し く は 第 ４ 号 に 該 当 す る 道 路 に 至 る 道 路 に 限 る 。 以 下 こ の 項 に 

 お い て 同 じ 。） に １ 箇 所 で ６ メ ー ト ル 以 上 接 し 、 か つ 、 そ の 接 す 

 る 部 分 に 主 要 な 出 入 口 （ 建 築 物 の 主 要 な 出 入 口 に 通 じ る も の を い 

 う 。 以 下 こ の 条 、 第 ５ 条 第 １ 項 、 第 24 条 第 １ 項 及 び 第 ２ 項 、 第 29  

                           、 義 務 
 条 第 １ 項 及 び 第 ２ 項 、 第 47 条 の ２ 第 ５ 号 （ 幼 稚 園 、 小 学 校 
                           （ 義 務 

 教 育 学 校                     
                        、 特 別 支 援 学 
 教 育 学 校 の 前 期 課 程 を 含 む 。 同 号 に お い て 同 じ 。）  

 校 又 は 児 童 福 祉 施 設 等 （ 令 第 115 条 の ３ 第 １ 号 の 児 童 福 祉 施 設 等 

 を い う 。 以 下 同 じ 。） の 用 途 に 供 す る 建 築 物 の 敷 地 の 主 要 な 出 入 

 口 に 限 る 。）、 第 52 条 第 １ 項 か ら 第 ３ 項 ま で 並 び に 第 53 条 第 １ 項 

 に お い て 同 じ 。） を 設 け た も の で な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 次 

 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 に お い て 、 第 １ 号 に あ っ て は 同 号 に 規 

 定 す る 道 路 に 敷 地 が 接 す る 部 分 に 主 要 な 出 入 口 を 設 け 、 第 ２ 号 又 

 は 第 ３ 号 に あ っ て は こ れ ら に 規 定 す る 道 路 に 敷 地 が 接 す る 部 分 に 

 出 入 口 （ 一 の 道 路 に あ っ て は 、 主 要 な 出 入 口 ） を 設 け た と き は 、 

 こ の 限 り で な い 。 

   （ 第 １ 号 か ら 第 ３ 号 ま で 及 び 第 ３ 項 省 略 ） 

 （ 用 途 地 域 内 に お け る 敷 地 の 駐 車 施 設 ） 

第 ４ 条 の ３  共 同 住 宅 、 長 屋 、 寄 宿 舎 （ 規 則 で 定 め る も の を 除 く 。 
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 ） 及 び 下 宿 の 用 途 に 供 す る 建 築 物 で 、 住 居 の 用 に 供 す る 部 分 の 床 

 面 積 の 合 計 （ 同 一 敷 地 内 に ２ 以 上 の 建 築 物 が あ る 場 合 に お い て は 

 、 そ れ ら の 建 築 物 の 住 居 の 用 に 供 す る 部 分 の 床 面 積 の 合 計 の 和 を 

 い う 。） が 1,000 平 方 メ ー ト ル を 超 え る も の の 敷 地 に は 、 自 動 車 の 

 駐 車 の た め の 施 設 （ 以 下 「 駐 車 施 設 」 と い う 。） を 設 け 、 当 該 駐 

 車 施 設 に お い て 駐 車 す る こ と が で き る 自 動 車 の 台 数 の 当 該 建 築 物 

 の 住 戸 又 は 住 室 の 数 に 対 す る 割 合 （ 以 下 「 駐 車 台 数 確 保 率 」 と い 

                        
 う 。） を 、 都 市 計 画 法             の 規 定 に よ り 定 
           （ 昭 和 43 年 法 律 第 100 号 ） 

 め ら れ た 用 途 地 域 の う ち 次 の 表 に 掲 げ る 用 途 地 域 の 区 分 に 応 じ 、 

                               
 同 表 に 掲 げ る 数 値 と し な け れ ば な ら な い 。            
                    た だ し 、 住 戸 及 び 住 室 

                               
 の 増 加 を 伴 わ な い 増 築 、 改 築 、 大 規 模 の 修 繕 又 は 大 規 模 の 模 様 替 

                               
 （ 以 下 「 増 築 等 」 と い う 。） を す る 場 合 、 前 面 道 路 等 の 状 況 に よ 

                               
 り や む を 得 な い 場 合 そ の 他 こ れ ら に 類 す る 場 合 で 、 市 長 が 当 該 地 

                               
 域 の 環 境 及 び 利 便 を 害 す る お そ れ が な い と 認 め て 許 可 し た と き は 

                               
 、 こ の 限 り で な い 。 

    用  途  地  域            駐車台数確保率       

               （省       略）                

 近  隣  商  業  地  域   
        ２／10          
           以上        
        ３／10          

 商    業    地    域   
        ２／10          
           以上        
        ３／10          

               （省       略）                

 

  前 項    
２      の 規 定 に よ り 設 け る 駐 車 施 設 の 構 造 は 、 周 囲 の 通 行 の 
  前 項 本 文 

 安 全 上 支 障 が な い も の で 、 か つ 、 自 動 車 が 円 滑 に 駐 車 で き る も の 

                               
 と し て 規 則 で 定 め る 基 準 に 適 合 し な け れ ば な ら な い 。 
                         た だ し 、 増 

                               
 築 等 を す る 場 合 そ の 他 こ れ に 類 す る 場 合 で 、 周 囲 の 状 況 等 に よ り 
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 、 市 長 が 当 該 地 域 の 環 境 及 び 利 便 を 害 す る お そ れ が な い と 認 め て 

                  
 許 可 し た と き は 、 こ の 限 り で な い 。 

   （ 第 ３ 項 及 び 第 ４ 項 省 略 ） 

５  第 １ 項 の 規 定 は 、 次 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 に は 、 適 用 し な 
 

 い 。 
 

 (1)  前 面 道 路 等 の 状 況 に よ り や む を 得 な い 場 合 そ の 他 こ れ に 類 す 
 

  る 場 合 で 、 市 長 が 当 該 地 域 の 環 境 及 び 利 便 を 害 す る お そ れ が な 
 

  い と 認 め て 許 可 し た と き 。 
 

 (2)  前 号 の 規 定 に よ る 許 可 を 受 け た 後 に 、 当 該 建 築 物 に つ い て 、 
 

  増 築 、 改 築 、 大 規 模 の 修 繕 若 し く は 大 規 模 の 模 様 替 （ 以 下 「 増 
 

  築 等 」 と い う 。） 又 は 用 途 の 変 更 を す る 場 合 で 、 当 該 増 築 等 又 
 

  は 用 途 の 変 更 に 係 る 建 築 物 の 敷 地 内 に 既 に 設 け ら れ て い る 駐 車 
 

  施 設 に お い て 、 駐 車 す る こ と が で き る 自 動 車 の 台 数 の 減 少 並 び 
 

  に 住 戸 及 び 住 室 の 増 加 を 伴 わ な い と き 。 
 

６  第 ２ 項 の 規 定 は 、 次 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 に は 、 適 用 し な 
 

 い 。 
 

 (1)  周 囲 の 状 況 等 に よ り 、 市 長 が 当 該 地 域 の 環 境 及 び 利 便 を 害 す 
 

  る お そ れ が な い と 認 め て 許 可 し た と き 。 
 

 (2)  前 号 の 規 定 に よ る 許 可 を 受 け た 後 に 、 当 該 建 築 物 に つ い て 、 
 

  増 築 等 又 は 用 途 の 変 更 を す る 場 合 で 、 当 該 増 築 等 又 は 用 途 の 変 
 

  更 に 係 る 建 築 物 の 敷 地 内 に 既 に 設 け ら れ て い る 駐 車 施 設 に お い 
 

  て 、 駐 車 す る こ と が で き る 自 動 車 の 台 数 の 増 加 を 伴 わ ず 、 か つ 
 

  、 当 該 駐 車 施 設 の 位 置 及 び 構 造 を 変 更 し な い と き 。 
 

第 ４ 条 の ４  （ 第 １ 項 省 略 ） 

２  次 に 定 め る 区 域 は 、 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 同 項 の 表 に 掲 げ 
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 る 対 象 区 域 か ら 除 く も の と す る 。 

 (1)  横 浜 市 地 区 計 画 の 区 域 内 に お け る 建 築 物 等 の 制 限 に 関 す る 条 

  例 （ 平 成 ３ 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 57 号 ） 第 ５ 条 の 規 定 に よ り 、 建 

  築 し て は な ら な い 建 築 物 と し て 住 宅 （ 管 理 人 住 宅 を 除 く 。）、  

          及 び 下 宿     
  共 同 住 宅 、 寄 宿 舎        の 用 途 に 供 す る 建 築 物 が 定 め 
          、 下 宿 及 び 長 屋 

  ら れ た 区 域 

   地 区 計 画 の 区 域 （ 地 区 整 備 計 画 が 定 め ら れ て い る 区 域 に 限 る 
 (2)   
   地 区 計 画 の 区 域 の う ち 再 開 発 等 促 進 区 （ 地 区 整 備 計 画 が 定 め 

  。） の う ち 次 に 掲 げ る 区 域                  
  ら れ て い る 区 域 の う ち 当 該 地 区 整 備 計 画 に お い て 10 分 の 20 を 超 

                               
  え る 数 値 で 建 築 物 の 容 積 率 の 最 高 限 度 が 定 め ら れ て い る 区 域 に 

                               
  限 る 。）  

  ア  再 開 発 等 促 進 区 の う ち 、 地 区 整 備 計 画 に お い て 建 築 物 の 容 
 

   積 率 の 最 高 限 度 が 10 分 の 20 を 超 え る 数 値 と 定 め ら れ た 区 域 
 

  イ  都 市 計 画 法 第 12 条 の ８ の 規 定 に よ り 、 地 区 整 備 計 画 に お い 
 

   て 建 築 物 の 容 積 率 の 最 高 限 度 が 10 分 の 20 を 超 え る 数 値 と 定 め 
 

   ら れ た 区 域 
 

  ウ  そ の 他 市 長 が 周 囲 の 居 住 環 境 を 害 す る お そ れ が な い と 認 め 
 

   、 又 は 当 該 地 区 計 画 の 区 域 の 特 性 に ふ さ わ し い 土 地 利 用 の 増 
 

   進 等 の 目 的 を 達 成 す る た め 必 要 と 認 め て 指 定 す る 区 域 
 

   （ 第 ３ 号 か ら 第 ６ 号 ま で 省 略 ） 

 （ 屋 外 へ の 出 口 、 避 難 通 路 等 ） 

第 ６ 条  学 校 等 の 用 途 に 供 す る 建 築 物 で 、 次 の い ず れ か に 該 当 す る 

 も の に あ っ て は 、 避 難 上 有 効 な 出 口 （ 令 第 120 条 若 し く は 令 第 12  

 1 条 に 規 定 す る 直 通 階 段 又 は 固 定 タ ラ ッ プ そ の 他 こ れ に 類 す る 施 

 設 を 屋 外 に 設 け た 場 合 の 、 そ の 地 上 に 接 す る 部 分 を 含 む 。 以 下 こ 

 の 条 に お い て 「 出 口 」 と い う 。） を ２ 以 上 設 け 、 か つ 、 そ の 主 た 
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 る 用 途 に 供 す る 居 室 か ら 出 口 に 通 ず る 避 難 上 有 効 な 通 路 （ 廊 下 、 

 階 段 、 固 定 タ ラ ッ プ 、 バ ル コ ニ ー そ の 他 こ れ ら に 類 す る も の を い 

 う 。） を 当 該 各 居 室 ご と に ２ 以 上 設 け な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 

 合 に お い て 、 ２ 以 上 の 居 室 に よ り 構 成 さ れ る 病 院 の 病 室 、 ホ テ ル 

 又 は 旅 館 の 宿 泊 室 、 共 同 住 宅 の 住 戸 そ の 他 こ れ ら に 類 す る も の （ 

 以 下 こ の 項 に お い て 「 病 室 等 」 と い う 。） で 、 準 耐 火 構 造 の 壁 で 

 区 画 さ れ た も の に あ っ て は 、 当 該 区 画 さ れ た 病 室 等 を も っ て １ 居 

 室 と み な す 。 

   （ 第 １ 号 省 略 ） 

                   そ の 用 途 に 供 す る 
 (2)  避 難 階 以 外 の 階 で 、 そ の 階 に お け る         居 室 の 
 

  床 面 積 の 合 計 が 50 平 方 メ ー ト ル （ 主 要 構 造 部 を 準 耐 火 構 造 又 は 

  令 第 109 条 の ３ 第 ２ 号 に 該 当 す る 構 造 と し た 建 築 物 に あ っ て は 

  、 100 平 方 メ ー ト ル ） を 超 え る も の 

   （ 第 ２ 項 か ら 第 ４ 項 ま で 省 略 ） 

 （ 自 動 車 用 の 出 入 口 ） 

第 47 条 の ２  前 条 の 自 動 車 用 の 出 入 口 は 、 次 に 掲 げ る 道 路 に 接 す る 

 部 分 に 設 け て は な ら な い 。 

   （ 第 １ 号 か ら 第 ４ 号 ま で 省 略 ） 

          、 義 務 教 育 学 校 
 (5)  幼 稚 園 、 小 学 校        、 特 別 支 援 学 校 若 し く は 児 童 
 

  福 祉 施 設 等 の 用 途 に 供 す る 建 築 物 の 敷 地 又 は 公 園 （ 都 市 公 園 法 

  施 行 令 （ 昭 和 31 年 政 令 第 290 号 ） 第 ２ 条 第 １ 項 第 １ 号 の 規 定 に 

  基 づ き 設 置 す る 都 市 公 園 に 限 る 。） の 主 要 な 出 入 口 か ら 10 メ ー 

  ト ル 以 内 の 当 該 道 路 

 （ 構 造 設 備 ） 

第 50 条  自 動 車 車 庫 又 は 自 動 車 修 理 工 場 の 用 途 に 供 す る 建 築 物 で 、 



市第81号 

81 

 そ の 用 途 に 供 す る 部 分 の 床 面 積 の 合 計 が 50 平 方 メ ー ト ル を 超 え る 

 も の の 構 造 設 備 は 、 次 に 定 め る と こ ろ に よ ら な け れ ば な ら な い 。 

   （ 第 １ 号 省 略 ） 

 (2)  床 及 び 地 溝 は 、 耐 水 材 料 で 造 り 、 か つ 、 排 水 設 備 を 設 け る こ 

    た だ し 、 汚 水 及 び 廃 油 が 生 じ な い こ と が 明 ら か な 場 合 そ の 
  と 。 
 

  他 こ れ に 類 す る 場 合 に お い て は 、 こ の 限 り で な い 。 
 

   （ 第 ３ 号 省 略 ） 

 （ 既 存 建 築 物 に 対 す る 制 限 の 緩 和 ） 

第 56 条  （ 第 １ 項 省 略 ） 

２  法 第 ３ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 第 13 条 、 第 15 条 、 第 19 条 、 第 20 条 

 、 第 25 条 、 第 26 条 、 第 27 条 第 １ 項 若 し く は 第 ２ 項 、 第 30 条 、 第 34  

 条 、 第 35 条 、 第 36 条 、 第 39 条 、 第 40 条 又 は 第 43 条 の ２ か ら 第 43 条 

                        令 第 117 条 第 
 の ４ ま で の 規 定 の 適 用 を 受 け な い 建 築 物 で あ っ て 、        
                        開 口 部 の な い 

 ２ 項 各 号 に 掲 げ る 建 築 物 の                   
 耐 火 構 造 の 床 又 は 壁 で 区 画 さ れ て い る 場 合 に お け る 当 該 区 画 さ れ 

   
  部 分 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 独 立 部 分 」 と い う 。） が ２ 以 上 あ 
 た 

 る も の に つ い て 増 築 等 を す る 場 合 に お い て は 、 法 第 ３ 条 第 ３ 項 第 

 ３ 号 及 び 第 ４ 号 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 該 増 築 等 を す る 独 立 部 分 

 以 外 の 独 立 部 分 に 対 し て は 、 こ れ ら の 規 定 は 、 適 用 し な い 。 

   （ 第 ３ 項 及 び 第 ４ 項 省 略 ） 

５  法 第 ３ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 第 ４ 条 の ３ 第 １ 項 か ら 第 ４ 項 ま で 
 

 の 規 定 の 適 用 を 受 け な い 建 築 物 に 係 る 増 築 等 又 は 用 途 の 変 更 （ 住 
 

 戸 及 び 住 室 の 増 加 を 伴 わ な い も の に 限 る 。） に つ い て は 、 法 第 ３ 
 

 条 第 ３ 項 第 ３ 号 及 び 第 ４ 号 並 び に 法 第 87 条 第 ３ 項 の 規 定 に か か わ 
 

 ら ず 、 第 ４ 条 の ３ 第 １ 項 か ら 第 ４ 項 ま で の 規 定 は 、 適 用 し な い 。 
 

 （ 手 数 料 ） 
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第 56 条 の ７  次 に 掲 げ る 許 可 を 受 け よ う と す る 者 は 、 申 請 の 際 、 １ 

 件 に つ き 27,000 円 の 手 数 料 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 

 一 の 建 築 物 に つ き 、 第 ３ 号 、 第 ７ 号 、 第 ９ 号 、 第 13 号 、 第 16 号 （ 

 第 47 条 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ く 制 限 の 緩 和 に 関 す る 許 可 に 係 る 部 分 

 に 限 る 。）、 第 17 号 又 は 第 18 号 の 許 可 の い ず れ か ２ 以 上 の 許 可 を 

 同 時 に 申 請 す る 場 合 に お い て は 、 こ れ ら の 申 請 を １ 件 の 申 請 と み 

 な す 。 

   （ 第 １ 号 省 略 ） 

   第 ４ 条 第 ４ 項 
 (2)        の 規 定 に 基 づ く 許 可 
   第 ４ 条 第 ２ 項 

   （ 第 ３ 号 省 略 ） 

   第 ４ 条 の ３ 第 ５ 項 第 １ 号   
 (4)              の 規 定 に 基 づ く 許 可 
   第 ４ 条 の ３ 第 １ 項 た だ し 書 

   第 ４ 条 の ３ 第 ６ 項 第 １ 号   
 (5)              の 規 定 に 基 づ く 許 可 
   第 ４ 条 の ３ 第 ２ 項 た だ し 書 

   （ 第 ６ 号 か ら 第 19 号 ま で 、 第 ２ 項 及 び 第 ３ 項 省 略 ） 


